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主
か
ら
小
作
農
家
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

c　
労
働
改
革

　

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
12
月
に
は
労

働
組
合
法
が
制
定
さ
れ
労
働
者
に
団
結

権
、
団
体
交
渉
権
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
1
9
4
6
（
昭
和

21
）
年
9
月
に
は
労
働
関
係
調
整
法
、

1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
4
月
に
は
労
働

基
準
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。（
労
働
三

法
の
成
立
）

d　
教
育
改
革

　

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
12
月
に
は
修

身
・
日
本
歴
史
・
地
理
の
教
育
が
停
止
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
1
9
4
6
（
昭
和
21
）

年
3
月
に
来
日
し
た
米
国
教
育
使
節
団
は

中
央
集
権
的
な
学
校
管
理
を
地
方
分
権
的

な
も
の
に
す
る
こ
と
、
義
務
教
育
は
無
償

で
男
女
共
学
の
六・
三
の
9
年
間
に
す
る

こ
と
な
ど
の
勧
告
を
行
い
、1
9
4
7（
昭

和
22
）
年
3
月
に
教
育
基
本
法
と
学
校
教

育
法
が
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年
7
月

に
教
育
委
員
会
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

エ　

後
期
占
領
政
策　

1
9
4
8
（
昭
和

23
）
年
3
月
頃
〜

　

第
2
次
世
界
大
戦
終
了
前
後
か
ら
そ
の

兆
候
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、1
9
4
7（
昭

和
22
）
年
か
ら
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年

に
か
け
米
ソ
冷
戦
対
立
が
顕
著
と
な
り
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
中
国
共
産
党
の
勝
利

と
朝
鮮
の
南
北
分
裂
が
決
定
的
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、1
9
4
8

（
昭
和
23
）
年
1
月
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
長

官
ロ
イ
ヤ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策

の
転
換
を
示
唆
し
ま
し
た
。
更
に
、
同
年

3
月
に
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
は
、
①
占
領
政
策
の

転
換
、
②
公
職
追
放
の
緩
和
・
中
止
、
③

占
領
軍
経
費
の
縮
小
、
④
賠
償
の
削
減
、

⑤
日
本
の
警
察
力
の
強
化
の
必
要
性
を
ア

メ
リ
カ
政
府
に
報
告
し
ま
す
。（
出
典
：

「
米
国
の
対
日
政
策
に
関
す
る
提
言
」
／

O
F
F
I
C
E
 O
F
 T
H
E
 H
I
S

T
O
R
I
A
N
）
同
年
10
月
、
こ
れ
を

受
け
た
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
決
定
の
重

要
機
関
で
あ
る
国
家
安
全
保
障
会
議
は
、

「
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
に
関
す
る
勧
告
」

（
N
S
C
13
／
2
）
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
対
日
講
和
条
約
は
非
懲

罰
的
な
も
の
と
す
る
、
②
日
本
の
安
全
保

障
の
た
め
に
警
察
力
を
強
化
す
る
（
警
察

予
備
隊
の
創
設
）、
③
G
H
Q
の
権
限
を

形
式
的
に
は
維
持
す
る
が
、
日
本
政
府
に

責
任
を
委
譲
す
る
、
④
対
日
政
策
の
主
要

目
標
を
経
済
復
興
と
す
る
、
と
い
う
も
の

で
、
前
期
占
領
政
策
の
柱
で
あ
っ
た
非
軍

事
化
は
中
止
さ
れ
G
H
Q
が
当
初
に
目
指

し
た
施
策
（
民
主
化
）
は
、
緩
和
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

同
年
12
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
日

本
政
府
に
「
経
済
安
定
九
原
則
（
予
算
の

均
衡
、
徴
税
強
化
、
融
資
対
象
の
限
定
、

賃
金
安
定
、
物
価
統
制
強
化
、
貿
易
為
替

管
理
の
改
善
、
輸
出
振
興
の
た
め
の
物
資

割
当
改
善
、
重
要
国
産
原
料
と
工
業
品
の

生
産
増
強
、
食
糧
集
荷
改
善
）」
を
指
令

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
賃
金
抑
制
と
人
員
整

理
で
日
本
経
済
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
し
た
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
勢

力
の
拡
大
を
踏
ま
え
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本

に
中
国
に
変
わ
る
極
東
政
策
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
り
、
G

H
Q
の
占
領
政
策
は
前
期
の
非
軍
事
化
・

民
主
化
政
策
、
す
な
わ
ち
日
本
の
弱
体
化・

民
主
化
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
と

し
て
強
化
さ
せ
る
政
策
へ
と
転
換
し
て
い

き
ま
す
。

　

1
9
5
0
（
昭
和
25
）
年
6
月
に
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
駐
留
の
米
陸

軍
部
隊
が
朝
鮮
半
島
に
移
動
す
る
の
に
と

も
な
い
、
日
本
の
防
衛
・
治
安
兵
力
が
不

在
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
同
年
7
月
に
警
察
予
備
隊
の
創
設

を
吉
田
首
相
に
指
示
し
、
7
万
5
千
名
の

警
察
予
備
隊
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
占
領
政
策
が
転
換
さ
れ
る

な
か
1
9
5
1
（
昭
和
26
）
年
9
月
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ

て
連
合
国
に
よ
る
日
本
占
領
は
終
焉
を
迎

え
ま
す
が
、
新
た
に
日
米
安
全
保
障
条
約

が
締
結
さ
れ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
み

は
日
本
で
の
駐
留
を
継
続
し
ま
す
。

（
以
上
文
責
：
西
堀
一
彦
）

は
じ
め
に

　
『
偕
行
』
は
、
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年

「
3
・
4
月
号
」
か
ら
隔
月
発
行
と
な
り
、

ペ
ー
ジ
数
も
60
ペ
ー
ジ
前
後
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
陸
修
偕
行
社
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
た
機
会
に
、
改
め
て
投
稿
の
ご

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

『
偕
行
』
の
目
的
と
掲
載
記
事

　

陸
修
偕
行
社
は
、
防
衛
基
盤
の
強
化
拡

充
に
資
す
る
た
め
、
安
全
保
障
等
に
関
す

る
調
査
・
研
究
・
提
言
の
普
及
、
陸
上
自

衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な
協
力
並
び
に
英

霊
の
慰
霊
顕
彰
及
び
自
衛
隊
殉
職
者
の
追

悼
等
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
『
偕
行
』

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
読
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

『
偕
行
』
へ
の
投
稿
に
関
す
る
ご
案
内

編
集
委
員
会
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す
る
た
め
、
右
記
以
外
の
多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
に
つ
い
て
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

　

記
事
の
採
否
で
す
が
、
全
て
の
記
事
を

編
集
委
員
会
で
審
議
し
た
う
え
で
掲
載
し

ま
す
。
品
位
を
欠
く
も
の
、
史
実
に
反
す

る
内
容
、
理
解
し
に
く
い
記
事
は
お
断
り

し
て
お
り
ま
す
。

内
容
と
様
式

　

限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
を
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
会
員
に
掲
載
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
次
の
目
安
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

主
張
・
論
文
等
は
、
1
〜
5
ペ
ー
ジ
。

　

随
筆
・
所
見
等
は
、
1
〜
2
ペ
ー
ジ
。

　

図
書
紹
介
は
半
ペ
ー
ジ
。

　

文
字
数
は
、
写
真
・
図
表
な
ど
を
含
め

て
半
ペ
ー
ジ
で
9
2
8
文
字
、
1
ペ
ー
ジ

で
1
8
5
6
文
字
、
5
ペ
ー
ジ
で
9
2
8

0
文
字
で
す
。

　

投
稿
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
縦
書
き

で
も
横
書
き
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
編
集
委

員
会
で
、
縦
書
き
、
1
段
が
1
行
16
文
字

29
行
、
1
ペ
ー
ジ
4
段
、
文
字
の
ポ
イ
ン

ト
は
10
・
5
ポ
イ
ン
ト
の
様
式
に
変
換
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
送
付
い
た
だ
い
た
原
稿
・
写

真
・
図
表
等
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

文
芸
教
室
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
漢
詩
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
送
り
先
に
ハ
ガ
キ
等
で

期
日
ま
で
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

「
花
だ
よ
り
」「
つ
ど
い
」

　
「
花
だ
よ
り
」
は
、各
期
の
案
内
、報
告
、

懇
親
等
に
関
す
る
連
絡
用
の
誌
面
で
、
期

毎
に
行
数
を
割
り
当
て
て
お
り
ま
す
。

　

元
幹
部
自
衛
官
の
各
期
も
、
同
期
の
通

信
・
連
絡
等
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
行
数

は
50
行
（
9
0
0
文
字
）
以
内
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
「
つ
ど
い
」
は
、
各
地
陸
修
偕
行
会
や

会
員
に
よ
る
会
合
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
各
地
陸
修
偕
行
会
の
活
動
の
様
子

は
、
他
の
陸
修
偕
行
会
が
行
事
を
行
う
際

の
参
考
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
陸
修
偕
行

社
の
会
員
は
、
日
本
全
国
に
住
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
地
方
の
香
り
の
す
る
記
事
の
ご

投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。

表
紙
等

　

表
紙
は
読
者
が
撮
影
し
た
写
真
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
季
節
感
を
重
視
し
つ
つ
も
、

あ
ま
り
ジ
ャ
ン
ル
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
に
選

定
し
て
お
り
ま
す
。
各
地
陸
修
偕
行
会
員

が
撮
影
し
た
写
真
は
優
先
し
て
掲
載
し
ま

す
の
で
写
真
デ
ー
タ
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

表
紙
、
表
紙
裏
、
目
次
、
表
紙
の
説
明
、

事
務
局
だ
よ
り
、
告
知
板
、
訃
報
等
の
様

式
等
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
ご
意
見
・
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
、
編
集
委
員
会
の
審
議

を
経
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
の
宛
先
等

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

henshu@
rikushukaikosha.or.jp

　

手
書
き
原
稿
等
の
場
合
は
、
住
所
：

〒
160

−

0002　

新
宿
区
四
谷
坂
町
12

−

22　

V
O
R
T
四
谷
坂
町
5
F　

陸
修
偕
行

社
編
集
委
員
会
宛
に
郵
送
、
ま
た
は

F
A
X 

03

−6
3
8
0

−0
6
2
4
ま
で

送
信
願
い
ま
す
。

　

締
切
日
は
、「
1・2
月
号
」
の
場
合
は
、

11
月
20
日
で
す
。
各
号
は
同
様
に
、
前
々

月
の
20
日
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
。

投
稿
に
関
す
る
ご
質
問

　

編
集
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
電
話
03

−

6
3
8
0

−

0
6
2
3

■
新
学
期
ス
タ
ー
ト
、
新
ス
ト
ラ
イ
キ
も

ス
タ
ー
ト

　

日
本
で
も
多
く
の
学
校
で
夏
休
み
が
終

わ
り
、
授
業
が
再
開
す
る
9
月
。
そ
の
第

1
月
曜
日
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
国
の
祝
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。
19
世
紀
後
半
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
工
が
労
働
時
間
の
短

縮
と
賃
上
げ
を
求
め
て
、
一
般
市
民
に
も

労
働
者
問
題
へ
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め

に
始
め
た
労
働
祭
な
ど
の
活
動
が
全
米
に

広
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
や
が
て
、
労
働

者
の
ア
メ
リ
カ
経
済
へ
の
貢
献
を
た
た
え

る
「
レ
イ
バ
ー
・
デ
ー
」
に
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
レ
イ
バ
ー
・
デ
ー
翌
日
か

ら
ボ
ス
ト
ン
大
学
で
も
新
学
期
が
始
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
は
、
大
学
側

と
労
働
者
の
交
渉
は
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
よ
う
で
す
。
以
前
触
れ
た
、
教
授
を

補
佐
し
た
り
、
学
生
の
質
問
に
答
え
る
大

学
院
生
が
務
め
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
（
通
称
T
A
）
に
よ
る
ス
ト
ラ

イ
キ
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
前
学
期
ほ

ど
の
勢
い
は
な
い
よ
う
な
感
じ
に
見
え
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
解
決
に
至
っ
て
い
な
い

た
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
や
協
力
を
し

て
い
る
T
A
は
ま
だ
少
な
く
な
く
、
現
在

も
私
が
受
講
し
て
い
る
中
級
ミ
ク
ロ
経
済

学
の
ク
ラ
ス
で
は
、
T
A
に
よ
る
週
1
回

の
少
人
数
授
業
が
無
期
限
中
止
と
な
っ
て

豆
の
町
（
ビ
ー
ン
タ
ウ
ン
）
か
ら

　

こ
ん
に
ち
は
（
第
6
回
）

会
員
家
族　

住
井　

円
香




